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３身のまわりの物質とその性質
/気体の性質

物質についての学習の導入とし
て、様々な物質に親しませるとと
もに、問題を見いだし見通しを
もって観察、実験を行い、結果を
分析して解釈し、物質の性質を
見いだして理解させたり、実験
器具の操作や実験結果の記録
の仕方などの技能を身に付けさ
せたりする。

身の回りの物質の性質や変化
に着目しながら、身の回りの物
質とその性質、気体の発生と性
質についての基本的な概念や
原理・法則などを理解していると
ともに、科学的に探究するため
の必要な観察・実験などに関す
る基本操作や記録などの基本
的な技能を身に付けている。

物質のすがたについて、問題を
見いだし見通しをもって観察、実
験などを行い、物質の性質や状
態変化における規則性を見いだ
して表現しているなど、科学的に
探究している。

物質のすがたに関する事物・現
象に進んで関わり、見通しをもっ
たり振り返ったりするなど、科学
的に探究しようとしている。

理科 第１学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

１生物の観察と分類の仕方 様々な環境の中にそれぞれ特
徴のある生物が生活しているこ
とを見いださせるとともに、適切
な観察器具の扱い方や観察記
録の取り方などを身に付けさせ
る。さらに、観察した生物などを
比較して見いだした様々な共通
点や相違点を基にして、生物が
分類できることを理解させるとと
もに、分類の仕方の基礎的な技
能を身に付けさせる。

いろいろな生物の共通点と相違
点に着目しながら、生物の観
察、生物の特徴と分類の仕方に
ついての基本的な概念や原理・
法則などを理解しているととも
に、科学的に探究するために必
要な観察、実験などに関する基
本操作や記録などの基本的な
技能を身に付けている。

生物の観察と分類の仕方につ
いての観察、実験などを通して、
いろいろな生物の共通点や相違
点を見いだすとともに、生物を分
類するための観点や基準を見い
だして表現しているなど、科学的
に探究している。

生物の観察と分類の仕方に関
する事物・現象に進んで関わり、
見通しをもったり振り返ったりす
るなど、科学的に探究しようとし
ている。

２植物の分類/動物の分類 身近な植物と動物の外部形態
の観察を行い、その観察記録な
どに基づいて、植物と動物にい
ろいろな共通点や相違点がある
ことを見いださせ、それＺれの体
の基本的なつくりを理解させる。
また、共通点や相違点に基づい
て植物と動物がそれぞれ分類で
きることを見いだして理解させ
る。

いろいろな生物の共通点と相違
点に着目しながら、植物の体の
共通点と相違点、動物の体の共
通点と相違点についての基本的
な概念や原理・法則などを理解
しているとともに、科学的に探究
するために必要な観察、実験な
どに関する基本操作や記録など
の基本的な技能を身に付けてい
る。

生物の体の共通点と相違点に
ついての観察、実験などを通し
て、いろいろな生物の共通点や
相違点を見いだすとともに、生
物を分類するための寒天や基準
を見いだして表現しているなど、
科学的に探究している。

生物の体の共通点と相違点に
関する事物・現象に進んで関わ
り、見通しをもったり振り返ったり
するなど、科学的に探究しようと
している。
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身の回りの物質の性質や変化
に着目しながら、水溶液につい
ての基本的な概念や原理・法則
などを理解しているとともに、科
学的に探究するために必要な観
察・実験などに関する基本操作
や記録などの基本的な技能を身
に付けている。

水溶液について、問題を見いだ
し見通しをもって観察、実験など
を行い、物質の性質や状態変化
における規則性を見いだして表
現しているなど、科学的に探究
している。

水溶液に関する事物・現象に進
んで関わり、見通しをもったり振
り返ったりするなど、科学的に探
究しようとしている。

５状態変化 物質の状態が変化する様子に
ついて、見通しをもって観察、実
験を行い物質の状態変化にお
ける規則性を見いださせ、粒子
のモデルと関連付けて理解させ
る。

身の回りの物質の性質や変化
に着目しながら、状態変化と熱、
物質の融点と沸点についての基
本的な概念や原理・法則などを
理解しているとともに、科学的に
探究するために必要な観察、実
験などに関する基本操作や記録
などの基本的な技能を身に付け
ている。

光の反射や屈折、凸レンズの働
き、音の性質に関して問題を見
いだし見通しをもって実験を行
い、その結果を分析して解釈し、
規則性を見いださせ、日常生活
や社会と関連付けて理解させる
とともに、光や音に関する観察、
実験の技能を身に付けさせる。

６光の世界/音の世界 光と音に関する事物・現象を日
常生活や社会と関連付けなが
ら、光の反射や屈折、凸レンズ
の働き、音の性質についての基
本的な概念や原理・法則などを
理解しているとともに、科学的に
探究するために必要な観察、実
験などに関する基本操作や記録
などの基本的な技能を身に付け
ている。

光と音について、問題を見いだ
し見通しをもって観察、実験など
を行い、光の反射や屈折、凸レ
ンズの働き、音の性質の規則性
や関係性を見いだして表現して
いるなど、科学的に探究してい
る。

光と音に関する事物・現象に進
んで関わり、見通しをもったり振
り返ったりするなど、科学的に探
究しようとしている。

４水溶液 物質の水への溶解を粒子のモ
デルと関連付けて理解させる。
また、溶液の温度を下げたり、
溶媒を蒸発させたりする実験を
通して、溶液から溶質を取り出
すことができることを溶解度と関
連付けて理解させるとともに、再
結晶は純粋な物質を取り出す方
法の一つであることを理解させ
る。

状態変化について、問題を見い
だし見通しをもって観察、実験な
どを行い、物質の性質や状態変
化における規則性を見いだして
表現しているなど、科学的な探
究している。

状態変化に関する事物・現象に
進んで関わり、見通しをもったり
振り返ったりするなど、科学的に
探究しようとしている。
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力の働きについて、問題を見い
だし見通しをもって観察、実験な
どを行い、力の働きの規則性や
関係性を見いだして表現してい
るなど、科学的に探究している。

力の働きに関する事物・現象に
進んで関わり、見通しをもったり
振り返ったりするなど、科学的に
探究しようとしている。

７力の世界 物体に力を働かせる実験を行
い、その結果を分析して解釈す
ることを通して力の働きやその
規則性を見いださせ、力は大き
さと向きによって表されること、
物体に働く２力のつり合う条件な
ど、力に関する基礎的な性質や
その働きを理解させるとともに、
力に関する観察、実験の技能を
身に付けさせる。

力の働きに関する事物・現象を
日常生活や社会と関連付けな
がら、力の働きについての基本
的な概念や原理・法則などを理
解しているとともに、科学的に探
究するために必要な観察、実験
などに関する基本操作や記録な
どの基本的な技能を身に付けて
いる。

８火をふく大地/動き続ける大
地

地球内部の働きに起因する最も
身近な事物・現象として火山及
び自身を取り上げ、地下のマグ
マの性質と関連付けて理解させ
る。また、地震の原因を地球内
部の働きと関連付けて理解させ
るとともに、地震に伴う土地の変
化を理解させる。自然がもたら
す様々な恵み及び火山災害と
地震災害を調べさせ、それらを
「火山と地震」の学習を踏まえて
理解させる。

大地の成り立ちの変化を地表に
見られる様々な事物・現象と関
連付付けながら、火山活動と火
成岩、地震の伝わり方と地球内
部の働き、及び自然の恵みと火
山災害・地震災害についての基
本的な概念や原理・法則などを
理解しているとともに、科学的に
探究するために必要な観察、一
見などに関する基本操作や記録
などの基本的な技能を身に付け
ている。

火山と地震、及び自然の恵みと
火山災害・地震災害について、
問題を見いだし見通しをもって
観察、実験などを行い、地下の
マグマの性質と火山の形との関
係性などを見いだして表現して
いるなど、科学的に探究してい
る。

火山と地震、及び自然の恵みと
火山災害・地震災害に関する事
物・現象に進んで関わり、見通し
をもったり振り返ったりするな
ど、科学的に探究しようとしてい
る。
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９地層から読みとる大地の変化 小学校の既習事項を想起して、
地形や、その地形をつくる地層、
岩石などを観察させることを通し
て問題を見いださせ、身近な土
地の成り立ちや広がりを理解さ
せ、その構成物の種類、粒の大
きさや形などを調べるための観
察器具の操作や記録の仕方な
どの技能を身に付けさせる。ま
た、野外の観察記録などを基
に、地層のでき方を考察して、地
層の重なり方や広がり方につい
ての規則性を見いだして理解さ
せたり、地層を構成する岩石や
産出する化石などから、地層が
堆積した環境と生成された年代
を推定できることを理解させたり
する。

大地の成り立ちと変化を地表に
見られる様々な事物・現象と関
連付けながら、身近な地形や地
層、岩石の観察及び地層の重な
りと過去の様子についての基本
的な概念や原理・法則などを理
解しているととに、科学的に探究
するために必要な観察、実験な
どに関する基本操作や記録など
の基本的な技能を身に付けてい
る。

身近な地形や地層、岩石の観
察、及び地層の重なりと過去の
様子について、問題を見いだし
見通しをもって観察、実験などを
行い、地層の重なり方や広がり
方の規則性などを見いだして表
現しているなど、科学的に探究
している。

身近な地形や地層、岩石の観
察、及び地層の重なりと過去の
様子に関する事物・現象に進ん
で関わり、見通しをもったり振り
返ったりするなど、科学的に探
究しようとしている。


